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初のＤＭＥトラックの事業用走行開始と
ＤＭＥステーション増設に関する説明会

Ｄ Ｍ Ｅ 自 動 車 実 用 化 研 究 開 発 グ ル ー プ
（ＪＯＧＭＥＣ ＤＭＥ自動車の実用化フリート試験研究開発事業）

京浜臨海部ＤＭＥ自動車普及モデル事業実行委員会

2005年2月15日
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説明会 式次第
13：00～ DME自動車実用化研究開発の説明

コープ低公害車開発株式会社 代表取締役専務 若狭良治

京浜臨海部ＤＭＥ自動車普及モデル事業の説明

実行委員会委員長 小倉康嗣

（ＪＦＥホールディングス株式会社 環境ソリューションセンター 理事）

13：25～ 質疑応答

13：50 説明会 終了

14：00～ 式典（京浜ビル前 ＤＭＥステーションにて）

○開会の辞 ＪＦＥホールディングス株式会社 専務 金澤一輝

○共同研究代表者挨拶

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構

石油・天然ガス開発R&D推進グループ調査役 鈴木信市

○実行委員会代表者挨拶 神奈川県 企画部 京浜臨海部活性推進課長 北村明

○祝辞 川崎市長 阿部孝夫殿

経済産業省資源エネルギー庁燃料政策企画室

室長補佐 藤澤秀行殿
○テープカット

○エンジン始動

○閉会の辞 日本ＤＭＥ株式会社 取締役 小西規夫

14：30～ 見学会

○クレーン付ＤＭＥトラック株式会社いすゞ中央研究所 第一研究部長 西村輝一殿

○ＤＭＥステーション 岩谷産業株式会社 自動車燃料部 部長 結城茂通殿
（トラックへの燃料充填デモ）
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環境にやさしいクリーンエネルギー
1.ＤＭＥ燃焼後、浮遊粒子状物質（ＰＭ）の発生は無い
2.ＤＭＥは、硫黄・窒素・芳香族を含まないクリーンエネルギー

様々な用途に利用可能な新エネルギー
1.ＤＭＥは、ＬＰガス代替燃料、ディーゼル自動車用燃料、発電用燃料、
及び燃料電池等、幅広い用途に利用可能な新エネルギーとして期待

安定供給エネルギー
1.ＤＭＥは、天然ガス、バイオマス、石炭等を原料として生産
2.ＤＭＥは、中東以外のオーストラリアや東南アジアでも生産
3.ＤＭＥは、中小ガス田にての生産も今後可能

価格が安定している経済的なエネルギー
1.既設インフラ設備（ＬＰＧ設備、機器）の活用が可能

2.天然ガス利用による価格安定化

ＤＭＥとは？
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ＤＭＥの物性

          項目 DME プロパン ブタン メタン メタノール 軽油

化学式 ＣＨ3ＯＣＨ3 Ｃ3Ｈ8 Ｃ4Ｈ10 ＣＨ4 ＣＨ3ＯＨ Ｃn Ｈ1.87n

低位発熱量  kcal/kg  6,880 11,100 10,930 12,000 4,800 10,000

       kcal/Ｎm３ 14,200 21,800 28,300 8,600 - -

       kcal/L(20℃) 4,600 5,400 6,200 - 3,800 9,200

沸点　                 (℃) -25 -42.0 -0.5 -161.5 64.6 180～370

セタン価 55～60 5 10 0 5 40～55

液密度（ｇ/ｃｍ3、20℃） 0.67 0.49 0.57 - 0.796 0.84

ガス比重（対空気比） 1.59 1.52 2,00 0,55 - -

発火温度 (℃)  350 457 430 540 464 316

爆発限界 (%) 3.4～18.0 2.1～9.5 1.9～8.5 5.0～15.0 5.5～36.0 0.6～6.5
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＊DMEは、二つのメチル基を酸素でつないだエーテル結合の物質。
＊炭素と炭素が結合せず、燃焼時に黒煙を発生しない。
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ディーゼル車の排ガスへの貢献

ディーゼル自動車の排ガスを

軽油とＤＭＥで比較した

（ＮＨＫニュース おはよう日本 ２００４年１２月２１日放映より）

ＤＭＥ車は黒煙が出ず、臭いもない。

軽油車（長期規制合格車）は強く

エンジンをふかすと黒煙が排出さ

れ、すぐに布が黒くなった。
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研究開発体制
２００２年１０月～２００３年１２月

ＪＯＧＭＥＣ 「中大型ＤＭＥ自動車の実用化研究開発」

主幹事・全体統括 コープ低公害車開発（株）

技術統括 （独）産業技術総合研究所

共同研究組織 伊藤忠エネクス（株）・ＪＦＥホールディングス（株）

三菱ガス化学（株）・伊藤忠商事（株）・岩谷産業（株）

２００３年８月～２００５年３月

ＪＯＧＭＥＣ 「ＤＭＥ自動車の実用化フリート試験研究開発」

主幹事 コープ低公害車開発（株）

共同研究組織 （独）産業技術総合研究所

ＪＦＥホールディングス（株）・三菱ガス化学（株）・福山通運（株）

伊藤忠商事（株）・伊藤忠エネクス（株）・（株）小野測器

＊ＪＯＧＭＥＣ：独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（旧：石油公団）
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ＤＭＥ自動車実用化に必要な事項

１．大量・安価なＤＭＥ生産

２．ＤＭＥ自動車の開発と

フリート走行試験による実証
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３．燃料供給インフラの整備

４．ＤＭＥ自動車構造基準の整備

川崎DMEステーション
THINK内

つくばDMEステーション
産総研内
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車両総重量8トンＤＭＥトラック

• ＰＭ、ＣＯ、ＨＣ、ＮＯｘの排出が
大幅に削減。

• 同型ディーゼルエンジンと同等以上の
高いパワーとトルクを実現。

• 航続距離も軽油車と同等を確保。

－諸元－
型式名；ＫＫ-ＦＲＲ３５Ｊ４Ｓ改
車両重量； 4,530kg
最大積載量； 3,300kg
車両総重量； 7,940kg

１．車両開発

２．長距離実証公道走行試験（新潟－つくば－横
浜）
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車両 車名 エルフ
車型 ＮＰＲ８１Ｐ改
全長 ６７５０ｍｍ
全幅 ２１８０ｍｍ
全高 ２７８５ｍｍ

車両総重量 ７９２０ｋｇ
クレーン型式 タダノＴＭ－２９３
燃料タンク １３５Ｌ（1本）

エンジン ベースエンジン ４ＨＬ１型
気筒配列・弁形式 直列４気筒・ＯＨＣ
ボア×ストローク φ１１５ｍｍ×１１５ｍｍ
総排気量 ４７７７ｃｃ
加給方式 自然吸気方式
点火方式 圧縮着火方式
圧縮比 １８．５

燃料供給方式 コモンレール方式
燃料噴射方式 直接噴射方式
コモンレール圧力 ６０ＭＰａ
噴孔数－径 ５－φ０．３５ｍｍ

クレーン付ＤＭＥトラックの開発
株式会社いすゞ中央研究所は、ＪＦＥの構内作業車として試験走行を目的とす
る、小型トラックエルフをベースとしたＤＭＥトラックを開発。

①エンジンの燃料噴射システムは、軽油で採用しているコモンレール方式とし、
ＤＭＥ燃料用に燃料噴射ポンプおよび燃料噴射弁を新たに開発しました。

②車両燃料供給システムは、燃料タンクをＤＭＥ用タンクに変更し、ＤＭＥ用燃
料ポンプ及び燃料クーラーを搭載しました。（一充填で約３００ｋｍ走行）
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新長期規制

②中型バス いすゞ/国交省
(PM0.026/NOx2.17)

③車両総重量８ｔトラック
ｺｰﾌﾟ低公害車開発/JOGMEC
(PM0.01/NOx2.48) 

クレーン付ＤＭＥトラックの排ガス性能
①クレーン付ＤＭＥトラック

いすゞ/ ＪＯＧＭＥＣ

（PM 0.005 / Nox 1.255)

現行Ｄ１３モードデータ

クレーン付ＤＭＥトラックの排ガス性能は、新短期
排ガス規制に対し、ＮＯｘ・ＰＭとも大幅に削減
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京浜臨海部ＤＭＥ自動車普及モデル事業
［経緯］ ［実行委員会の構成］

コアメンバー
神奈川県
ＪＦＥホールディングス
日本ＤＭＥ、ＪＦＥ物流

賛助会員
いすゞ中央研究所、伊藤忠エネクス
岩谷産業、京浜物流、日本通運

オブザーバー アドバイサー
資源エネルギー庁　資源燃料部 慶応義塾大学　飯田教授
国土交通省　自動車交通局 茨城大学　　　　梶谷教授
環境省　環境管理技術室 産業技術総合研究所　
神奈川県　環境農政部 交通安全環境研究所　
横浜市　環境保全局  交通局　 コープ低公害車開発    
川崎市　環境局  交通局　 
ＤＭＥ普及促進センター

2001年度

平成１３年度

2002年度

平成１４年度

2003年度

平成１５年度

2004年度

平成１６年度～

2006年度

平成１８年度

ＤＭＥ自動車検討会

ＤＭＥ自動車

公道走行試験

ＤＭＥ自動車普及

モデル事業検討委員会

ＤＭＥ自動車普及

モデル事業

ゴミ焼却場

DMEスタンドDMEスタンド

車両基地

ゴミ収集車ゴミ収集車

ゴミ収集車ゴミ収集車

路線バス路線バス
集配車両集配車両

店舗店舗

一般家庭

一般家庭

一般家庭集配車両集配車両
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１．クレーン付ＤＭＥトラック
運行会社 京浜物流株式会社
業務内容 鋼材運搬用ロープ回収

月間１２００ｋｍ程度の走行および作業
車両内容 いすゞ中央研究所製作・クレーン付車両（３．５ｔ積載）
事業費：資源機構から補助

２．ＤＭＥステーション
管理会社 富士高圧ガス工業株式会社
場所 川崎市川崎区南渡田１－１

テクノハブイノベーション川崎（THINK)
方式 窒素との圧力差を利用して充填
区分 第二種製造
業務内容 クレーン付ＤＭＥトラックへの燃料充填
貯蔵量 １．４ｔ
事業費：神奈川県を含む普及実行委員会コアメンバーから補助

平成１６年度ＤＭＥ自動車普及モデル事業
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７００ｋｇ容器

1.4㌧ＤＭＥ貯槽
２,４５０㍑

① ＤＭＥ補給時
②車輌充填時

ＤＭＥローリー
ポンプ付き

Ⅰ）設備側窒素
または

Ⅱ）ポンプ液送

加
圧
用
窒
素
ガ
ス

特徴特徴 ：： 窒素加圧方式による第二種製造窒素加圧方式による第二種製造

①① 処理能力ゼロ処理能力ゼロ

②② 保安距離ゼロ保安距離ゼロ （単独設置の場合） →→ 広い敷地が不要広い敷地が不要

③③ 資格者不要資格者不要 （単独設置の場合） →→ 自家用設置が可能自家用設置が可能

④④ 電源は１００Ｖのみ電源は１００Ｖのみ →→ 低ランニングコスト低ランニングコスト

⑤⑤ 安定した充填速度安定した充填速度 →→ 大型スタンド並大型スタンド並

⑥⑥ 貯蔵上限貯蔵上限2.92.9㌧㌧までアップ可能までアップ可能 →→ 供給能力向上供給能力向上

⑦⑦ ポンプ無しﾛｰﾘｰでの補充が可能ポンプ無しﾛｰﾘｰでの補充が可能 →→ 物流コスト低減物流コスト低減

ＤＭＥスタンド写真

充填方式 液送ポンプ 窒素加圧

製造者の区分 第一種製造者 第二種製造者

設備コスト 高価 安価

法定保安検査の受検 必要 不要

高圧ガス製造資格者
必要

（正・副1名ずつ/直ごとに）
不要

連続充填速度 20～40㍑/分 20㍑/分程度

用途 営業用主体 自家用主体

第一種保安物件

（学校・病院等）

までの保安距離 第一種製造
16.97ｍ
↓

0ｍに短縮

DME
ステーション

火気距離
２ｍ

ＤＭＥステーション

１５

川崎川崎DMEDMEステーションステーション

ＴＨＩＮＫ内ＴＨＩＮＫ内
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ＤＭＥ自動車今後の普及に向けて

• 排ガス性状の実証

• 走行試験により、実用性を実証

• ＤＭＥ自動車の完成

• ＤＭＥ自動車の市場（中型・大型）へ
の導入開始


